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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トランスポートストリームを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：Orthogonal Frequency D
ivision Multiplex）方式で変調したＯＦＤＭ信号を、複数の伝送チャネルから構成され
た放送ネットワークを介して送受信するデジタル放送送受信システムにおけるデジタル放
送送信方法であって、
　上記放送ネットワークは、複数の伝送チャネルに伝送するＯＦＤＭ信号を直交性を保っ
た状態で周波数方向に多重化する連結送信が可能とされ、
　ＮＩＴ（Network Information Table）内に連結送信の物理的条件を記述するとともに
、上記連結送信が１セグメント方式か３セグメント方式かを示すフラグを伝送パラーメタ
の一つとしてＴＭＣＣ（transmission and Multiplexing Configuration Control）信号
内に設ける処理を行う信号処理ステップと、
　上記信号処理ステップにより処理されたＮＩＴとＴＭＣＣ信号を含むトランスポートス
トリームを上記放送ネットワークを介して送信する送信ステップと
　を有するデジタル放送送信方法。
【請求項２】
　トランスポートストリームを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：Orthogonal Frequency D
ivision Multiplex）方式で変調したＯＦＤＭ信号を、複数の伝送チャネルから構成され
た放送ネットワークを介して送信するデジタル放送送信装置であって、
　上記放送ネットワークは、複数の伝送チャネルに伝送するＯＦＤＭ信号を直交性を保っ
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た状態で周波数方向に多重化する連結送信が可能とされ、
　ＮＩＴ（Network Information Table）内に連結送信の物理的条件を記述するとともに
、上記連結送信が１セグメント方式か３セグメント方式かを示すフラグを伝送パラーメタ
の一つとしてＴＭＣＣ（transmission and Multiplexing Configuration Control）信号
内に設ける処理を行う信号処理手段と、
　上記信号処理手段により処理されたＮＩＴとＴＭＣＣ信号を含むトランスポートストリ
ームを上記放送ネットワークを介して送信する送信手段と
　を備えるデジタル放送送信装置。
【請求項３】
　トランスポートストリームを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：Orthogonal Frequency D
ivision Multiplex）方式で変調したＯＦＤＭ信号を、複数の伝送チャネルから構成され
た放送ネットワークを介して送受信するデジタル放送送受信システムにおけるデジタル放
送受信装置であって、
　上記放送ネットワークは、複数の伝送チャネルに伝送するＯＦＤＭ信号を直交性を保っ
た状態で周波数方向に多重化する連結送信が可能とされ、
　連結送信の物理的条件が記述されたＮＩＴ（Network Information Table）と、連結送
信が１セグメント方式か３セグメント方式かを示すフラグが伝送パラーメタの一つとして
設けられたＴＭＣＣ（transmission and Multiplexing Configuration Control）信号を
含むトランスポートストリームが上記放送ネットワークを介して送られてくる上記トラン
スポートストリームを受信する受信手段と、
　上記受信手段による受信されるトランスポートストリームに含まれるＮＩＴに記述され
た連結送信の物理的条件と、ＴＭＣＣ信号内に伝送パラーメタの一つとして設けれた上記
連結送信が１セグメント方式か３セグメント方式かを示すフラグに応じて、上記受信手段
により受信されたトランスポートストリームの復調処理を制御する制御手段と
　を備えるデジタル放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＭＰＥＧ－２Systemsに規定されたトランスポートストリームを放送信号と
して適用したデジタル放送送受信システムにおけるデジタル放送送信方法、デジタル放送
送信装置、並びに、この放送信号を受信するデジタル放送受信装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　社団法人電波産業会（ＡＲＩＢ）で提案されている「デジタル放送に使用する番組配列
情報　標準規格　ＡＲＩＢ　ＳＴＤ－Ｂ１０　１．３版」（平成１２年６月発行以下、単
にARIB STD-B10と呼ぶ。）では、デジタル放送における番組配列情報の構成及び識別子の
運用として、ブーケと呼ばれる概念を提案している。このブーケは、複数のサービス（プ
ログラム）やトランスポートストリームの集合を示す概念であり、ネットワークの境界を
越えて集合が組まれてもよいものである。
【０００３】
　従来のＣＳデジタル放送、２０００年１２月開始予定のＢＳデジタル放送においては、
複数のサービスをグループ化するというブーケの概念は現時点では必要とされておらず、
運用上適用されていない。その要因としては、サービスエリアが日本全国であり、いわゆ
るＰＳＩ／ＳＩ（Program Specific Information/Service Information番組を選択や番組
の情報を取得するための補助的な情報）が十分に送信されていることなどが挙げられる。
また、ARIB STD-B10の付属「番組配列情報の運用方法に関するガイドライン」では、「ブ
ーケ事業者」に関する記述がされているが、ＢＳデジタル放送では「事業者」という観点
でサービスのグループ化を行うためにＢＩＴ（Bouquet Information Table）を適用して
いる。
【０００４】
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　これに対して、現在規格化が進められている地上デジタル音声放送（ISDB-Tn:Intergra
ted Services Digital Broadcasting - Terrestorial narrow）では、サービスエリアが
日本全国ではなく一定の地域ごとに分割されること、伝送レートが数百ｋｂｐｓと衛星放
送に比べて非常に小さくＰＳＩ／ＳＩの情報量が十分に送信できないという状況がある。
このような状況の中では、サービス（プログラム）やトランスポートストリームを有機的
に関連付けて、番組選択をする際や番組情報を取得する際に、有効に活用することが必要
となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特表２００２－５３００２０号公報
【特許文献２】特表２００２－５２６９９１号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】ETS 300 468 V1.3.1 (1998-02) Digital Video Broadcasting (DVB); S
pecification for service Infromation (SI) in DVB systems, European Telecommunica
tions Standards Institute (ETSI),1998年2月
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、ARIB STD-B10では、ブーケに関する情報を定義するテーブルとして、ＢＡＴ
（Bouquet Association Table）が規定されている。また、ARIB STD-B10では、ブーケに
関連する情報を記述する記述子、或いは、ＢＡＴに用いられる記述子として、サービスリ
スト記述子、スタッフ記述子、ブーケ名記述子、国別受信可否記述子、リンク記述子、Ｃ
Ａ識別記述子が規定されている。
【０００８】
　しかしながら、これらのテーブルや記述子だけでは、複数のサービス（プログラム）や
トランスポートストリームの集合を簡潔に識別することが困難であり、これらの集合を有
効に活用することが困難であった。
【０００９】
　本発明は、このような実情を鑑みてなされたものであり、なんらかの関係で関連づけさ
れた複数のサービス（プログラム）、トランスポートストリーム及び／又はネットワーク
の集合を提供するにあたり、その関連を簡潔に識別し、有効に活用することができるデジ
タル放送送信方法、デジタル放送送信装置、並びに、このデジタル放送送信装置により放
送される放送信号を受信するデジタル放送受信装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、トランスポートストリームを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：Orthogonal F
requency Division Multiplex）方式で変調したＯＦＤＭ信号を、複数の伝送チャネルか
ら構成された放送ネットワークを介して送受信するデジタル放送送受信システムにおける
デジタル放送送信方法であって、上記放送ネットワークは、複数の伝送チャネルに伝送す
るＯＦＤＭ信号を直交性を保った状態で周波数方向に多重化する連結送信が可能とされ、
ＮＩＴ（Network Information Table）内に連結送信の物理的条件を記述するとともに、
上記連結送信が１セグメント方式か３セグメント方式かを示すフラグを伝送パラーメタの
一つとしてＴＭＣＣ（transmission and Multiplexing Configuration Control）信号内
に設ける処理を行う信号処理ステップと、上記信号処理ステップにより処理されたＮＩＴ
とＴＭＣＣ信号を含むトランスポートストリームを上記放送ネットワークを介して送信す
る送信ステップとを有することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明は、トランスポートストリームを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：Orthog
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onal Frequency Division Multiplex）方式で変調したＯＦＤＭ信号を、複数の伝送チャ
ネルから構成された放送ネットワークを介して送信するデジタル放送送信装置であって、
上記放送ネットワークは、複数の伝送チャネルに伝送するＯＦＤＭ信号を直交性を保った
状態で周波数方向に多重化する連結送信が可能とされ、ＮＩＴ（Network Information Ta
ble）内に連結送信の物理的条件を記述するとともに、上記連結送信が１セグメント方式
か３セグメント方式かを示すフラグを伝送パラーメタの一つとしてＴＭＣＣ（transmissi
on and Multiplexing Configuration Control）信号内に設ける処理を行う信号処理手段
と、上記信号処理手段により処理されたＮＩＴとＴＭＣＣ信号を含むトランスポートスト
リームを上記放送ネットワークを介して送信する送信手段とを備えることを特徴とする。
【００１２】
　さらに、本発明は、トランスポートストリームを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：Orth
ogonal Frequency Division Multiplex）方式で変調したＯＦＤＭ信号を、複数の伝送チ
ャネルから構成された放送ネットワークを介して送受信するデジタル放送送受信システム
におけるデジタル放送受信装置であって、上記放送ネットワークは、複数の伝送チャネル
に伝送するＯＦＤＭ信号を直交性を保った状態で周波数方向に多重化する連結送信が可能
とされ、連結送信の物理的条件が記述されたＮＩＴ（Network Information Table）と、
連結送信が１セグメント方式か３セグメント方式かを示すフラグが伝送パラーメタの一つ
として設けられたＴＭＣＣ（transmission and Multiplexing Configuration Control）
信号を含むトランスポートストリームが上記放送ネットワークを介して送られてくる上記
トランスポートストリームを受信する受信手段と、上記受信手段による受信されるトラン
スポートストリームに含まれるＮＩＴに記述された連結送信の物理的条件と、ＴＭＣＣ信
号内に伝送パラーメタの一つとして設けれた上記連結送信が１セグメント方式か３セグメ
ント方式かを示すフラグに応じて、上記受信手段により受信されたトランスポートストリ
ームの復調処理を制御する制御手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、トランスポートストリームを直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：Orthog
onal Frequency Division Multiplex）方式で変調したＯＦＤＭ信号を、複数の伝送チャ
ネルから構成された放送ネットワークを介して送受信するデジタル放送送受信システムに
おいて、上記放送ネットワークは、複数の伝送チャネルに伝送するＯＦＤＭ信号を直交性
を保った状態で周波数方向に多重化する連結送信が可能とされ、ＮＩＴ（Network Inform
ation Table）内に連結送信の物理的条件を記述するとともに、上記連結送信が１セグメ
ント方式か３セグメント方式かを示すフラグを伝送パラーメタの一つとしてＴＭＣＣ（tr
ansmission and Multiplexing Configuration Control）信号内に設ける処理を行い、処
理されたＮＩＴとＴＭＣＣ信号を含むトランスポートストリームを上記放送ネットワーク
を介して送信することにより、なんらかの関係で関連づけされた複数のサービス（プログ
ラム）及び／又はトランスポートストリームの集合を提供するにあたり、その関連を簡潔
に識別し、有効に活用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明が適用されるデジタル放送システムについて説明をするための図である。
【図２】ＢＡＴのデータ構造を示す図である。
【図３】サービスリスト記述子のデータ構造を示す図である。
【図４】ブーケ名記述子のデータ構造を示す図である。
【図５】リンク記述子のデータ構造を示す図である。
【図６】拡張したリンク記述子のデータ構造を示す図である。
【図７】ブーケ種別記述子のデータ構造を示す図である。
【図８】ブーケ種別の一例を示す図である。
【図９】拡張したブーケ名記述子のデータ構造を示す図である。
【図１０】ブーケＩＤのビット構造を示す図である。
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【図１１】上記デジタル放送システムで用いられる受信装置のブロック図である。
【図１２】地上分配システムリストを示す図である。
【図１３】サービスリストを示す図である。
【図１４】ブーケリストを示す図である。
【図１５】上記受信装置の外観構成を示す図である。
【図１６】サービスエリアの系列局についての情報を格納したメモリイメージを示す図で
ある。
【図１７】サイマル放送記述子のデータ構造を示す図である。
【図１８】ＳＤＴのデータ構造を示す図である。
【図１９】ＥＩＴのデータ構造を示す図である。
【図２０】ＩＳＤＢ－Ｔｎで規定されたセグメント構造について説明する図である。
【図２１】連結送信記述子のデータ構造を示す図である。
【図２２】拡張した地上分配システム記述子のデータ構造を示す図である。
【図２３】上記地上分配システム記述子に記述されるデータ内容について説明する図であ
る。
【図２４】ＮＩＴのデータ構造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態のデジタル放送システムについて、図面を参照しながら詳細
に説明する。本発明の実施の形態のデジタル放送システムは、図１に示すような地上波の
デジタル放送システム１に対して適用される。このデジタル放送システムにおいて放送す
る内容としては、例えば、動画像と音声情報とが組み合わされて送信されるデジタルテレ
ビジョン放送（以下、地上ＤＴＶ放送という。）、音声情報（影像情報も含めて放送され
る場合もある）が送信されるデジタル音声放送（以下、地上Ｄ音声放送という。）、コン
ピュータや各種の情報端末を介して利用するような各種データが送信されるデータ放送、
或いは、テレビジョン放送や音声放送に各種データが組み合わされて送信されるマルチメ
ディア放送に適用される。
【００２５】
　なお、以下、本発明の実施の形態として、本発明を適用した地上デジタル放送について
説明するが、本発明は、地上デジタル放送に限らず、例えばＢＳデジタル放送やＣＳデジ
タル放送等の衛星を用いたデジタル放送にも適用することができるものである。
【００２６】
　デジタル放送システム１は、図１に示すように、複数の放送局１０，２０，３０からそ
れぞれデジタル方式で送信される地上波放送を、受信装置１００で受信するシステムであ
る。
【００２７】
　各放送局１０，２０，３０には、それぞれ送信装置が備えられており、この送信装置か
ら送信される放送波がアンテナから送信される。各放送局１０，２０，３０から送信され
る放送波の到達距離には限界があるため、受信装置１００でそれぞれの放送波を受信可能
な範囲を、それぞれサービスエリア１０ａ，２０ａ，３０ａとして示す。
【００２８】
　各放送局１０，２０，３０から送信される地上波放送は、例えば、音声情報及び画像情
報の圧縮多重化規格のひとつであるＭＰＥＧ－２Systems（ITU-T H.222.0,ISO/IEC 13818
-1）を利用したデジタル多重化方式を採用して放送を行っている。
【００２９】
　また、各放送局１０から送信される地上波放送の変調方式には、例えばＯＦＤＭ（Orth
ogonal Frequency Division Multiplexing）方式が採用される。
【００３０】
　このようにＭＰＥＧ－２Systemsを利用したデジタル方式の地上波放送では、一般に、
ニュースやドラマなどのように開始時刻・終了時刻が定められた各々の放送番組のことを
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イベント（event）と称し、複数のイベントが連続して編成されたプログラムのことをサ
ービス（service）と称する。そして、複数のサービスが、トランスポートストリーム（T
ransport Stream）とされ、このトランスポートストリームが変調されて、放送波として
送信される。
【００３１】
　ここで、このデジタル放送システム１におけるサービスエリアの範囲について説明をす
る。
【００３２】
　このデジタル放送システム１では、例えば都道府県といった行政区画を基本単位として
サービスエリアが設定される。また、さらに、関東、中京、近畿といった特別地域では、
２県以上に跨る広域圏でもサービスエリアが設定される。都道府県単位及び広域圏をカバ
ーするサービスエリアのことを、本発明では一般エリアと称する。また、さらに、例えば
都道府県より小さな行政区画である例えば市町村といった行政区画を基本単位としてもサ
ービスエリアが設けられる。この市町村単位で設けられたサービスエリアは、例えばアン
テナ電力が所定の電力以下に規定されているコミュニティ放送局がカバーすることとなる
。この市町村単位をカバーするサービスエリアのことを、本発明では小規模エリアと称す
る。
【００３３】
　なお、ここでは、日本の行政区画を例にとってサービスエリアの範囲について説明した
が、正確に県境や市境で正確にサービスエリアが区切られるものではないのはもちろんで
あり、また、サービスエリアの分割の方式は、特に行政区画を基本として区切るものでな
くてもよい。また、一般エリアと小規模エリアとの区別は、単にサービスエリアの相対的
な大きさの違いであるので、例えば複数の市を跨るサービスエリアに対しては、小規模エ
リアとして設定してもよいし、一般エリアとして設定してもよい。
【００３４】
　また、デジタル放送システム１においては、異なるサービスエリアの放送局同士が互い
に番組制作、編成、中継、放送の上で協力関係をつくり系列ネットを構築している場合が
ある。このような系列ネット局同士では、例えばある放送局で生成したトランスポートス
トリームを、他の放送局に中継することにより、各放送局がカバーするサービスエリアに
おいて同一のイベントやサービス（プログラム）を放送している。
【００３５】
　このように中継を行うに際して、各放送局は、異なる周波数チャンネルで放送波を送信
するとしてもよいし、変調方式としてＯＦＤＭ方式を用いれば、同じ周波数チャンネルで
放送波を送信してもよい。一般に、サービスエリアごとに異なる周波数で放送波を送信す
るよう構成されたネットワークは、ＭＦＮ（Multi-Frequency Network）と称されており
、各サービスエリアで同一の周波数により放送波を送信するよう構成されたネットワーク
は、ＳＦＮ（Single Frequency Network）と称されている。
【００３６】
（ブーケによるグループ化）
　つぎに、デジタル放送システム１において適用されるブーケについて説明をする。
【００３７】
　ブーケとは、何らかの関係に基づき関連づけされた複数のサービス（プログラム）、ト
ランスポートストリーム及び／又はネットワークの集合をいう。具体的には、複数のサー
ビス（プログラム）の集合（グループ）、複数のトランスポートストリームの集合、或い
は、１以上のサービス（プログラム）及び１以上のトランスポートストリームの集合、１
以上のトランスポートストリームの集合及び１以上のネットワークの集合、１以上のネッ
トワークの集合及び１以上のサービス（プログラム）の集合、１以上のサービス（プログ
ラム）及び１以上のトランスポートストリーム及び１以上のネットワークの集合を示す概
念である。その集合は、ネットワークの境界を越えて形成されてもよく、例えば、地上Ｄ
音声放送と地上ＤＴＶ放送との間でブーケが形成されてもよいし、また、さらに、その集
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合の内容によっては、地上波放送と衛星放送との間でブーケが形成されてもよい。
【００３８】
　このデジタル放送システム１がブーケによってグループ化されるサービス（プログラム
）、トランスポートストリーム及びネットワークの関係としては、例えば、放送の代替関
係、系列局関係、連結送信関係、同一放送事業者関係、同一サービスエリア関係、サイマ
ル放送関係等がある。
【００３９】
　以下、ブーケにより関連づけがされる関係の具体的な内容について説明をする。
【００４０】
　放送の代替関係は、異なるサービスエリア間でのサービス（プログラム）同士の代替関
係を示している。すなわち、あるサービスエリアから隣接する他のサービスエリアに移動
する場合において、移動前のサービスエリアで受信していたサービス（プログラム）と代
替される隣接サービスエリアのサービス（プログラム）との関係を示している。
【００４１】
　例えば、自動車等で移動しながらあるサービス（プログラム）を視聴していたとする。
この際、現在視聴しているサービス（プログラム）が配信されているサービスエリアを超
えて自動車が移動してしまうと、すなわち、エリアを越境してしまうと、そのサービス（
プログラム）を視聴することができなくなる。このようなとき、エリア越境前に視聴して
いたサービス（プログラム）と同様の内容のサービス（プログラム）を移動先のサービス
エリアで継続して視聴したいとユーザが希望する場合がある。例えばジャイアンツ対タイ
ガース戦のナイター中継を視聴していた場合、エリアを越境しても、やはりジャイアンツ
対タイガース戦のナイター中継を視聴したいとユーザは希望する。
【００４２】
　ところで、エリアを越境してしまうと、移動後のサービスエリアで配信されている番組
ガイドやＥＰＧ等を検索して、同様のサービスを探しだし、周波数チャンネルやプログラ
ム番号等を再設定する必要がある。しかしながら、このような設定はユーザにとっては非
常に面倒である。
【００４３】
　このためデジタル放送システム１では、ブーケにより関連づけを行う関係として放送の
代替関係を規定し、サービスエリア間におけるサービス（プログラム）同士の代替関係を
予めブーケによりグループ化してユーザに提供するようにしている。このような情報が提
供されることにより、受信装置では、サービスエリアの切り換え時に、移動前に視聴して
いたサービス（プログラム）と代替されるサービス（プログラム）へ自動切り換えするこ
とができたり、或いは、ブーケによりグループ化されているサービス（プログラム）のリ
ストをモニタに表示することができ、再設定作業が簡単となる。
【００４４】
　なお、サービス（プログラム）単位で放送の代替関係を示して説明をしたが、トランス
ポートストリーム同士、ネットワーク同士、サービス（プログラム）とトランスポートス
トリームとの間、トランスポートストリームとネットワークの間、及び、ネットワークと
サービス（プログラム）との間、サービスとトランスポートストリームとネットワークと
の間でグループ化して代替関係を規定してもよい。
【００４５】
　系列局関係は、提供者が同一の系列ネットを構成する放送局から放送されるサービス（
プログラム）同士の関係を示している。また、同一放送事業者関係は、放送信号の提供者
が同一の事業者の放送局から放送されるサービス（プログラム）同士の関係を示している
。
【００４６】
　異なるサービスエリアの放送局同士が互いに番組制作、編成、中継、放送の上で協力関
係をつくり系列ネットを構築している場合がある。系列ネットを構成する複数の放送事業
者は、それぞれ同時刻に同一の番組を放送する場合が考えられる。しかしながら、特定の
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系列ネットから配信される特定のサービス（プログラム）を受信中に、現在視聴している
サービス（プログラム）が配信されているサービスエリアを超えて移動してしまうと、そ
のサービス（プログラム）を視聴することができなくなる。この場合、エリア越境前に受
信していた系列ネットのサービス（プログラム）を継続して受信するためには、移動後の
サービスエリアで配信されている番組ガイドやＥＰＧ等を検索して、同一の系列ネットを
探しだし、周波数チャンネルやプログラム番号等を再設定する必要がある。このときに、
視聴者が受信をやめてしまったり、別の放送事業者が提供する放送を受信するように変更
してしまうと、放送局側としては損失が大きい。
【００４７】
　このため、デジタル放送システム１では、ブーケにより関連づけを行う関係として系列
局関係を規定し、系列ネットを構成する放送局から放送されるサービス（プログラム）を
予めブーケによりグループ化してユーザに提供する。このような情報が提供されることに
より、受信装置では、サービスエリアの切り換え時に、移動前に視聴していた放送局と系
列ネットを構成する放送局へ自動切り換えをすることができたり、或いは、ブーケにより
グループ化されている系列ネットをモニタに表示することができ、再設定作業が簡単とな
る。そのため、サービスエリアの越境時に視聴者が受信を辞めてしまったり、別の放送事
業者が提供する放送を受信するように変更してしまうとう可能性が低くなる。
【００４８】
　また、同一の放送事業者が異なるサービスエリアで放送を行っている場合にも、系列局
関係と同様のことがいえる。
【００４９】
　なお、サービス（プログラム）単位で系列局関係及び同一事業者関係を示して説明をし
たが、トランスポートストリーム同士、ネットワーク同士、サービス（プログラム）とト
ランスポートストリームとの間、トランスポートストリームとネットワークの間、及び、
ネットワークとサービス（プログラム）との間、サービスとトランスポートストリームと
ネットワークとの間でグループ化してグループ化して系列局関係を規定してもよい。
【００５０】
　連結送信関係は、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplex）方式におけ
る連結送信を行っているトランスポートストリーム同士の関係を示している。
【００５１】
　地上波デジタル放送では、マルチパスによる受信妨害の影響を少なくするため、一般に
放送波の変調方式としてＯＦＤＭ方式が採用されている。日本における地上波デジタル放
送システムであるＩＳＤＢ－Ｔ（Intergrated Services Digital Broadcasting - Terres
torial）でも、やはりＯＦＤＭ方式が採用されている。このＯＦＤＭ方式では、送信時に
はＩＦＦＴ（Inverse Fast Fourier Transform）、受信時にはＦＦＴ（Fast Fourier Tra
nsform）を行うことによって変調がされる。
【００５２】
　このＩＳＤＢ－Ｔでは、複数の周波数チャネルに伝送されるＯＦＤＭ信号を周波数方向
に多重化し、一括してＦＦＴ変換する、という連結送信が規定されている。この連結送信
をすることにより、チャンネル間の混信を防止するためのガードバンドを設けずに複数の
周波数チャンネルに対して情報を放送することができるので、周波数の利用効率を改善す
ることができる。
【００５３】
　また、受信側では、このような互いに連結送信がされた周波数チャンネル間でチャンネ
ル切り替えを行う場合には、一括してＩＦＦＴが行われているため各種パラメータやタイ
ミングがチャンネル間で同期が取られているので、復調器での同期動作をチャンネル間で
連続的に行うことができる。そのため、連結送信で結合されたチャンネル間でのチャンネ
ル切換を行う場合には、新たに同期の引き込み動作等を行わなくてもよく、チャンネル変
更時間が短くなる。
【００５４】
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　このため、デジタル放送システム１では、ブーケにより関連づけを行う関係として連結
送信関係を規定し、連結送信がされた周波数チャンネルに送信されているトランスポート
ストリームをブーケによりグループ化してユーザに提供する。このことにより、チャンネ
ル切換を行う場合、切り換え先が連結送信をしているかどうかを参照することができ、も
し連結送信内でのチャンネル変更等があった場合に、復調器での同期検出動作を連続的に
行うことができ、チャンネル変更時間を短くすることができる。
【００５５】
　サイマル放送関係は、同一の放送を行ういわゆるサイマル放送を行っているサービス（
プログラム）同士の関係を示している。
【００５６】
　例えば、地上Ｄ音声放送と衛星デジタル音声放送とが受信可能なカーステレオを搭載し
ている車が、建物のかげに入り現在受信している地上Ｄ音声放送の受信が困難になったと
する。このときに、同一の放送を行っているサイマル放送を受信しようとすると、ユーザ
は、衛星デジタル音声放送で放送されている番組ガイドやＥＰＧ等をあらためて検索して
、受信装置の設定を行う必要がある。
【００５７】
　このためデジタル放送システム１では、ブーケにより関連づけを行う関係としてサイマ
ル放送関係を規定し、サイマル放送関係を予めブーケによりグループ化してユーザに提供
する。このことにより、サイマル放送への切り換え時に、例えば自動切り換えをすること
ができたり、或いは、ブーケによりグループ化されているサービス（プログラム）をモニ
タに表示することができ、サイマル放送への再設定作業が簡単になる。
【００５８】
　なお、サービス（プログラム）単位で放送のサイマル放送関係を示して説明をしたが、
トランスポートストリーム同士、ネットワーク同士、サービス（プログラム）とトランス
ポートストリームとの間、トランスポートストリームとネットワークの間、及び、ネット
ワークとサービス（プログラム）との間、サービス（プログラム）とトランスポートスト
リームとネットワークとの間でグループ化して関連づけをしてサイマル放送関係を規定し
てもよい。
【００５９】
　つぎに、ＭＰＥＧ２Systemsに規定されるトランスポートストリームへの具体的なブー
ケの記述方法について説明をする。
【００６０】
　本実施の形態のデジタル放送システム１では、ＡＲＩＢ　ＳＴＤ－Ｂ１０により規定さ
れているＢＡＴでブーケに関する情報を定義し、このＢＡＴをトランスポートストリーム
に含めて送信している。
【００６１】
　また、ARIB STD-B10により規定されているサービスリスト記述子、スタッフ記述子、ブ
ーケ名記述子、国別受信可否記述子、リンク記述子、ＣＡ識別記述子ブーケを用いて、ブ
ーケに関連する情報を記述し、トランスポートストリームに含めて伝送している。
【００６２】
　また、本発明では、以上のARIB STD-B10により規定された記述子に加え、さらに、ブー
ケ種別記述子を規定し、このブーケ種別記述子にブーケに関連する情報を記述して、トラ
ンスポートストリームに含めて伝送している。
【００６３】
　以下、これらＢＡＴ並びに各記述子について説明をする。図２に、ARIB STD-B10で定義
されているＢＡＴ（Bouquet Association Table）のデータ構造を示す。
【００６４】
　[table_id]は、このネットワーク情報セクションが何を示すセクションであるかを示す
。ここでは「０ｘ４Ａ」なる値が記述される。［section_syntax_indicator］は、セクシ
ョンシンタクス指示を示す。その値は常に「１」とされる。［reserved_future_use］は
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、将来のなんらかの情報を規定できるようしたリザーブ拡張領域である。［reserved］は
、リザーブ領域である。［section_length］は、セクション長フィールドの直後からＣＲ
Ｃ（Cyclic Redundancy Check）を含むセクションの最後までのセクションのバイト数を
規定する。
【００６５】
　［bouquet_id］は、ブーケを識別するためのＩＤである。このＩＤについては、その詳
細を後述する。［version_number］は、サブテーブルのバージョン番号を示す識別子であ
る。バージョン番号は、サブテーブル内の情報に変化があった場合に１加算される。その
値が３１になった場合は、その次は０に戻る。［current_next_indicator］は、この値が
「１」である場合に、サブテーブルが現在のサブテーブルであることを示し、「０」であ
る場合に、送られるサブテーブルはまだ適用されず、次のサブテーブルを使用することを
示す。
【００６６】
　［section_number］は、セクションの番号を表す。サブテーブル中の最初のセクション
である場合に「０ｘ００」なる値となる。このセクション番号は、同一の［table_id］と
［bouquet_id］とを有するセクションの追加ごとに値が「１」ずつ加算される。
【００６７】
　［last_section_number］は、そのセクションが属するサブテーブルの最後のセクショ
ン、すなわち最大のセクション番号を有するセクションの番号を示す。
【００６８】
　［bouquet_descriptor_length］は、以下に続くブーケ記述子ループ（［for(i=0;<N;i+
+){descripter()}］のループのこと）の全バイト数を示す。
【００６９】
　ブーケ記述子ループの記述子領域（“for(i=0;<N;i++){descripter()}”内の第１記述
子領域［descripter()］には、ブーケ種別記述子［bouquet_type_descriptor］又はブー
ケ名記述子［bouquet_name_descriptor］が必ず記述され、また、スタッフ記述子［stuff
ing_descriptor］、国別受信可否記述子［country_availablity_descriptor］、リンク記
述子［linkage_descriptor］、ＣＡ識別記述子［CA_identifer_descriptor］が必要に応
じて記述される。
【００７０】
　［transport_stream_loop_length］は、以下に続くトランスポートストリームループ（
［“for(i=0;<N;i++{transport_stream_id～descripter()}］のループこと）の全バイト
数を示す。トランスポートストリームループでは、このＢＡＴによりグループ化される全
てのトランスポートストリーム或いはサービス（プログラム）に関する情報が記述される
。すなわち、このＢＡＴによりグループ化されるトランスポートストリームの数だけ、ル
ープが回転している。
【００７１】
　トランスポートストリームループ中の［transport_stream_id］は、このＢＡＴにより
グループ化された各トランスポートストリームを特定するＩＤである。このＴＳ－ＩＤ［
transport_stream_id］が記述されていることにより、ブーケによりグループ化されたト
ランスポートストリームへ受信チャンネルを切り換えることができる。すなわち、ＮＩＴ
（Network Informationtable）内の地上分配システム記述子領域のＴＳ－ＩＤ［transpor
t_stream_id］を参照して、そのトランスポートストリームが伝送されるサービスエリア
（エリアコードにより識別できる）及び周波数チャネル等を認識することができる。
【００７２】
　［original_network_id］は、そのトランスポートストリームの元のネットワークの［n
etwork_id］を示す。［reserved_future_use］は、将来のなんらかの情報を規定できるよ
うしたリザーブ拡張領域である。［transport_descriptor_length］は、以下に続くトラ
ンスポート記述子ループ（for(i=0;<N;i++){descripter()}］のループのこと）の全バイ
ト数を示す。
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【００７３】
　トランスポート記述子ループ（“for(i=0;<N;i++){descripter()｝”内の第２記述子領
域［descripter()］には、以下に説明するサービスリスト記述子、スタッフ記述子［stuf
fing_descriptor］、が必要に応じて記述される。このサービスリスト記述子が記述され
ることにより、サービス（プログラム）単位でブーケをグループ化、トランスポートスト
リームとサービス（プログラム）とを混合してグループ化、サービス（プログラム）とネ
ットワークとを混合してグループ化することができる。
【００７４】
　そして、［CRC_32］は、ＣＲＣを示し、セクション全体を処理した後にレジスタ出力が
「０」となるようなＣＲＣ値を含むエラーコードである。
【００７５】
　図３に、サービスリスト記述子［service_list_descriptor()］のデータ構造を示す。
サービスリスト記述子は、ブーケに属するサービスに対応するtransport_stream_id，net
work_id，service_id，service_typeを列挙することができる記述子である。［descripto
r_tag］は、本記述子を他の識別子と識別するタグである。［descriptor_length］は、こ
の直後に続くデータ部分の全バイト長を示す。［transport_descriptor_length］は、以
下に続くループ（“for(i=0;<N;i++)～}］”のループのこと）の全バイト数を示す。ルー
プ内には、［service_id］、［service_type］が記述される。［service_id］は、トラン
スポートストリーム内に含まれているサービス（プログラム）をユニークに識別するＩＤ
である。
【００７６】
　ここで、サービスＩＤのユニーク性に制限を必ず設ける必要はないが、サービスＩＤの
総数がサービスＩＤのビット数で許容される場合には、サービスＩＤを例えば日本全国で
ユニークとすることによって混乱を避け、利便性が向上する。
【００７７】
　［servece_type］は、ここで規定されているサービス（プログラム）のタイプ、例えば
、音声放送、テレビジョン放送、データ放送といったタイプを示す。なお、このサービス
リスト記述子には、transport_stream_id，network_idは直接は記述されないが、［servi
ce_list_descriptor()］がトランスポートストリームループ内に記述されるので、一義的
に定めることができる。
【００７８】
　図４に、ブーケ名記述子［bouquet_name_descriptor()］のデータ構造を示す。ブーケ
名記述子［bouquet_name_descriptor()］は、テキスト形式でブーケ名を示す記述子であ
る。［descriptor_tag］は、本記述子を他の識別子と識別するタグである。［descriptor
_length］は、この直後に続くループのデータ部分の全バイト長を示す。ループ内には、
［char］が記述される。［char］には、キャラクタコードが割り当てられる。
【００７９】
　図５に、リンク記述子［linkage_descriptor］のデータ構造を示す。
【００８０】
　リンク記述子［linkage_descriptor］は、ブーケ事業者に属したサービスへのリンクを
与えることができる。
【００８１】
　［descriptor_tag］は、本記述子を他の識別子と識別するタグである。［descriptor_l
ength］は、この直後に続くデータ部分の全バイト長を示す。［transport_stream_id］は
、リンク先として指示しているサービス（プログラム）が含まれているトランスポートス
トリームを示している。［original_network_id］は、リンク先として指示しているサー
ビス（プログラム）が含まれているネットワークの元のネットワークを示している。
【００８２】
　［service_id］は、リンク先として指示しているサービス（プログラム）を示している
。
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【００８３】
　［linlage_type］は、リンク種別を示している。リンクの種別としては、そのブーケに
関する情報を含むサービスを参照する（０ｘ０１）、ブーケに関するＥＰＧを参照する（
０ｘ０２）、総括的な番組配列情報を運ぶトランスポートストリームを参照する（０ｘ０
４）、が規定されている。［private_data_byte］には、任意のデータが記述可能となる
。
【００８４】
　また、図６に、拡張したリンク記述子［linkage_descriptor］のデータ構造を示す。
【００８５】
　この拡張したリンク記述子［linkage_descriptor］は、ブーケ事業者に属したサービス
へのリンクを与えることができるが、さらに、サービルループを設け、複数のサービス（
プログラム）を列挙できるようになっている。
【００８６】
　［descriptor_tag］は、本記述子を他の識別子と識別するタグである。［descriptor_l
ength］は、この直後に続くデータ部分の全バイト長を示す。［linkage_type］は、リン
クの種別を識別する。［private_data_length］は、以下に続くプライベートデータルー
プの全バイト数を示している。ループ内の［praivate_data_byte］は、リンク種別名を記
述することが可能である。
【００８７】
　また、この拡張したリンク記述子には、以下のサービスループが設けられている。この
ため複数のリンク先を列挙することができる。サービスループ内の［transport_stream_i
d］は、リンク先として指示しているサービス（プログラム）が含まれているトランスポ
ートストリームを示している。［original_network_id］は、リンク先として指示してい
るサービス（プログラム）が含まれているネットワークの元のネットワークを示している
。［service_id］は、リンク先として指示しているサービス（プログラム）を示している
。
【００８８】
　［transport_stream_id］は、リンク先として指示しているサービス（プログラム）が
含まれているトランスポートストリームを示している。［original_network_id］は、リ
ンク先として指示しているサービス（プログラム）が含まれているネットワークの元のネ
ットワークを示している。
【００８９】
　［service_id］は、リンク先として指示しているサービス（プログラム）を示している
。
【００９０】
　［linlage_type］は、リンク種別を示している。リンクの種別としては、そのブーケに
関する情報を含むサービスを参照する（０ｘ０１）、ブーケに関するＥＰＧを参照する（
０ｘ０２）、総括的な番組配列情報を運ぶトランスポートストリームを参照する（０ｘ０
４）、が規定されている。［private_data_byte］には、任意のデータが記述可能となる
。
【００９１】
　スタッフ記述子［ｓｔｕｆｆｉｎｇ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ］は、前に符号化された記
述子を無効にしたり、テーブルのスタッフィングのためのダミー記述子の挿入に利用され
る記述子である。
【００９２】
　国別受信可否記述子［country_availablity_descriptor］は、受信可能な、あるいは、
不可能な国を列挙する記述子である。
【００９３】
　ＣＡ識別記述子［CA_identifer_descriptor］は、あるサービスが一般的に限定受信で
保護されている場合に、ＣＡシステムに関するデータを伝送することができる。
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【００９４】
　図７に、ブーケ種別記述子［bouquet_type_descriptor］のデータ構造を示す。このブ
ーケ種別記述子［bouquet_type_descriptor］では、ブーケによりグループ化されたサー
ビス（プログラム）並びにトランスポートストリームの関連づけの内容を識別する。［de
scriptor_tag］は、本記述子を他の識別子と識別するタグである。［descriptor_length
］は、この直後に続くデータ部分の全バイト長を示す。［bouquet_type］は、関連づけの
内容を特定するブーケ種別を示している。例えば、図８に示すように、「０ｘ００」は隣
接代替関係、「０ｘ０１」は系列局関係、「０ｘ０２」は連結送信関係、「０ｘ０３」は
同一事業者関係、「０ｘ０４」は同一サービスエリア関係、「０ｘ０５」はサイマル放送
関係として、各ブーケ種別を識別する。
【００９５】
　このようにブーケ識別記述子により、ブーケによりグループ化されたサービス（プログ
ラム）並びにトランスポートストリームの関連づけの内容を識別する。そのため、複数の
サービス（プログラム）や或いはトランスポートストリームの集合を、簡潔に識別するこ
とが可能となる。
【００９６】
　なお、このブーケ種別識別子にブーケ種別を示す［bouquet_type］を記述せずに、上述
したブーケ名記述子［bouquet_name_descriptor()］に［bouquet_type］を記述するよう
にしてもよい。
【００９７】
　例えば、図９に示すように、ブーケ名記述子内のキャラクタが記述されるループに続き
、ブーケ種別を示す［bouquet_type］を記述してもよい。
【００９８】
　つぎに、上記ＢＡＴにより定義されるブーケＩＤ（bouquet_id）について説明をする。
【００９９】
　ブーケＩＤは、上述したようにＢＡＴにより定義がされ、各ブーケをユニークに識別す
るＩＤである。
【０１００】
　このブーケＩＤ（bouquet_id）は、このデジタル放送システム１がカバーする全領域、
例えば日本に適用した場合には日本国内全域で定義されているブーケごとすべてユニーク
に割り当てられる。また、さらに、地上ＤＴＶ放送と、地上Ｄ音声放送とで互いにユニー
クに割り当てられる。つまり、地上ＤＴＶ放送で放送されているブーケと、地上Ｄ音声で
放送されているブーケとで、同一のブーケＩＤ（bouquet_id）が割り当てられないように
する。さらにまた、複数の放送メディア間でブーケによりグループ化することも可能で、
このメディアの組み合わせに対しても互いにユニークに割り当てられる。
【０１０１】
　図１０にこのようなブーケＩＤ（bouquet_id）の具体的な構成例を示す。
【０１０２】
　ブーケＩＤ（bouquet_id）は、全部で１６ビットのデータで構成される。
【０１０３】
　全１６ビットのうち、放送メディアの識別をして、予備も含めて４ビット（図１０の先
頭から１～４ビット目）を割当てている。地上ＤＴＶ放送内のみでグループ化されるブー
ケであれば、例えば“０ｘ０１”、地上Ｄ音声放送内のみでグループ化されるブーケであ
れば、例えば“０ｘ０２”、地上ＤＴＶ放送及び地上Ｄ音声放送の両者を併せてグループ
化されるブーケであれば、例えば“０ｘ０３”、で識別される。また、さらに、この放送
メディアに、ＢＳデジタル音声放送、ＢＳデジタルＤＶ放送、ＣＳデジタル放送等の放送
メディアを加えて識別してもよい。このようにメディア横断的にブーケＩＤを識別すれば
、他の放送メディアで提供されているサービス（プログラム）等とブーケによりグループ
化することができる。
【０１０４】
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　また、全１６ビットのうち、ブーケ種別の識別として、予備も含めて４ビット（図１０
の先頭から５～８ビット目）を割当てている。このブーケ種別は、例えば、図８に示した
［bouquet_type］と同様に識別する。
【０１０５】
　また、全１６ビットのうち、ブーケ種別内でユニークに各ブーケの識別をするために、
ブーケの識別情報が、８ビット（図１０の先頭から９～１６ビット目）を割当てている。
これにより、各ブーケ種別毎に、２５６個のブーケがユニークに識別可能となる。
【０１０６】
　このような割当てを行えば、日本国内ですべてのサービスに対してユニークにブーケＩ
Ｄ（bouquet_id）を割り当てることができ、さらに、地上ＤＴＶ放送と地上Ｄ音声放送と
でブーケＩＤ（bouquet_id）のデータ構造を共通にでき、地上ＤＴＶ放送内と地上Ｄ音声
放送内でのブーケの区別やメディア横断的に形成されたブーケも識別でき、各々のメディ
ア内におけるブーケもユニークに区別できる。
【０１０７】
　また、以上のようなブーケによるグループ化の階層の概念としては、デジタル放送メデ
ィア－デジタル地上波放送－ネットワークＩＤ－ＴＳＩＤ－サービスＩＤという階層にな
っていると考えられる。従って、
（１）ネットワークＩＤのレベルでの関連性
（２）ＴＳＩＤレベルでの関連性
（３）サービスＩＤのレベルでの関連性
というようにブーケによるグループ化にも階層化の概念を導入することができる。このよ
うな階層化の概念を実現するためには以下のようにＢＡＴに記述を行う。
【０１０８】
　ネットワークＩＤのレベルでの関連性を記述する場合には、ＢＡＴのＴＳループにおい
て、network_idを目的の値に設定し、transport_stream_idをnetwork_idのデフォルトＴ
Ｓの値とする。このとき、サービスリスト記述子は記述しないか、或いは、transport_st
ream_idのデフォルトのservice_idをサービスリスト記述子で指定する。
【０１０９】
　ＴＳＩＤレベルでの関連性を記述する場合には、ＢＡＴのＴＳループにおいて、networ
k_id、transport_stream_idを目的の値に設定する。このとき、サービスリスト記述子は
記述しないか、或いは、transport_stream_idのデフォルトのservice_idをサービスリス
ト記述子で指定する。
【０１１０】
　サービスＩＤのレベルでの関連性を記述する場合には、ＢＡＴのＴＳループにおいて、
network_id、transport_stream_idを目的の値に設定する。さらに、サービスリスト記述
子でサービスを指定する。
【０１１１】
　（受信機の構成）
　つぎに、送信された地上波放送を受信する受信装置１００について説明する。
【０１１２】
　受信装置１００は、図１１に示すように、送信装置５０によって送信される地上波放送
の放送波を受信する受信アンテナ１２０から放送信号が入力されて、この放送信号に対し
てデジタル復調処置を施す復調部１０１と、復調部１０１によってデジタル復調処置が施
された信号に対して復号化処理を施してトランスポートストリームを取り出す復号化部１
０２と、復号化部１０２により取り出されたトランスポートストリームに多重化されてい
るデジタルデータを抽出して、このデジタルデータの内容に応じた出力を行う抽出部１０
３と、抽出部１０３によって抽出されたデジタルデータがそれぞれ入力されて、それぞれ
オーディオ信号、ビデオ信号、データ信号を生成するオーディオデコーダ１０４、ビデオ
デコーダ１０５、及びデータデコーダ１０６と、ＧＰＳ（Global Positioning System）
により送出される信号に基づいて位置を検出するＧＰＳ受信部１０７と、トランスポート
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ストリームに含まれるＰＳＩ／ＳＩ情報を保持するメモリ１０８と、当該受信装置１００
の各部に対する制御を行うシステムコントローラ１０９と、ユーザからの操作入力がされ
る操作入力部１１１と、ユーザにデータ等の表示を行う表示部１１２とを備える。
【０１１３】
　復調部１０１は、受信アンテナ１２０から入力された放送信号に対して、デジタル復調
処理を施す。
【０１１４】
　復号化部１０２は、復調部１０１でデジタル復調処理が施された信号に対して、デイン
ターリーブ処理や誤り訂正処理などを行うことにより復号化し、トランスポートストリー
ムを取り出す。
【０１１５】
　抽出部１０３は、復号化部１０２から入力されたトランスポートストリーム中のＴＳパ
ケットに記述されたＰＩＤ（パケット識別番号）に基づいて、各ＴＳパケットを抽出し、
各々のＴＳパケットに含まれるデジタルデータが、オーディオ信号に属するものであるか
ビデオ信号に属するものであるかなどを判別して、各デジタルデータごとに、オーディオ
デコーダ１０４やビデオデコーダ１０５などに出力する。また、抽出部１０３は、トラン
スポートストリーム中に含まれるＮＩＴ、ＳＤＴ、ＢＡＴ等のＰＳＩ／ＳＩ情報を抽出し
て、このＰＳＩ／ＳＩ情報に含まれる各情報をシステムコントローラ１０９に出力する。
【０１１６】
　オーディオデコーダ１０４、ビデオデコーダ１０５、及びデータデコーダ１０６は、そ
れぞれ、抽出部１０３から入力されたデジタルデータに対して復号化処理を施すことによ
り、オーディオ信号、ビデオ信号、データ信号を生成する。
【０１１７】
　なお、本発明においては、例えば、放送局から音声情報だけの音声放送を送信する場合
には、受信装置１００におけるビデオデコーダ１０５やデータデコーダ１０６を不要とす
ることができる。
【０１１８】
　ＧＰＳ受信部１０７は、ＧＰＳ（Global Positioning System）により送出される信号
を受信し、この信号に基づいて受信装置１００の位置を検出する。受信装置１００は、Ｇ
ＰＳ受信部１０７を備えていることにより、当該受信装置１００の位置を知ることができ
る。
【０１１９】
　なお、受信装置１００は、ＧＰＳ受信部１０７を備えることに限定されるものではなく
、受信位置を検出するために他の手段を備えるとしてもよい。このような手段としては、
例えば、所定の地上放送局から送出される基準信号を受信して、この基準信号に基づいて
現在位置を検出するとしてもよい。また、例えば、各種情報を操作入力可能な入力部を備
え、この入力部から入力された現在位置の郵便番号、市外局番、都道府県名、サービスエ
リア名などに基づいて現在位置を判断するとしてもよい。
【０１２０】
　メモリ１０８は、書き換え可能な各種半導体メモリにより構成することができ、例えば
、受信装置１００に対して着脱自在とされていてもよい。
【０１２１】
　システムコントローラ１０９は、受信装置１００の各部と各種信号のやりとりをするこ
とによって、各部の動作を制御する。また、抽出部１０３から入力されたＮＩＴ、ＳＤＴ
、ＢＡＴ等のＰＳＩ／ＳＩ情報に含まれる情報を抽出し、メモリ１０８に保持する。
【０１２２】
　操作入力部１１１は、受信開始命令、サービスの切り替え命令、サービス番号の設定等
、本受信装置に対する各種操作がユーザによりされるものである。
【０１２３】
　表示部１１２は、例えば液晶表示装置等からなり、サービス番号の表示、サービス名、
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付加情報等のユーザに対してデータ等の表示を行う。
【０１２４】
　つぎに、メモリ１０８上に構築されるデータベースについて説明をする。
【０１２５】
　メモリ１０８上には、地上分配システムリスト、サービスリスト、さらに、各ブーケ種
別毎のブーケリストがデータベースとして構築される。
【０１２６】
　受信装置１００のシステムコントローラ１０９は、抽出部１０３から入力されたＮＩＴ
、ＳＤＴに基づき、図１２及び図１３に示すような地上分配システムリスト及びサービス
リストを構築する。ＮＩＴには、地上分配システム記述子、サービスリスト記述子が記述
されており、これらを参照することにより、このような地上分配システムリスト及びサー
ビスリストを構築することができる。この地上分配システムリスト及びサービスリストに
は、ＮＩＴで伝送されるＰＳＩに含まれる全てのサービスエリアで送信されているトラン
スポートストリームに関する情報が、各々のトランスポートストリームを識別する情報で
ある「transport_stream_id」に基づいてテーブル化されている。ただし、受信装置のメ
モリ量の削減のため、必ずしも全ての情報を常に記憶保持しておく必要はない。
【０１２７】
　例えば、「transport_stream_id」が「ＴＳ１」であるトランスポートストリームを受
信するために必要となる「周波数」、「モード」、「ガードインターバル」、「エリアコ
ード」といった情報は、この「transport_stream_id」に基づいて地上分配システムリス
トを参照することによって、それぞれ「×××ＭＨｚ」、「１０」、「１１」、「１０１
０１００１００１１」であると分かり、同様にして、「transport_stream_id」が「ＴＳ
１」であるトランスポートストリームに含まれるサービス（プログラム）を特定するため
に必要となる「サービスＩＤ」や「サービスタイプ」などの情報は、サービスリストを参
照することによって、それぞれ「サービス２」、「音声放送」であると分かる。
【０１２８】
　従って、受信装置１００は、地上分配システムリスト及びサービスリストを参照するこ
とによって、受信中のサービス（プログラム）から、他のサービス（プログラム）に受信
を切り替えることが可能となる。
【０１２９】
　なお、このサービスリスト及び地上分配システムリスト等の所定のサービス（プログラ
ム）を受信するために必要となる物理的な条件やサービスの情報のリストを、以下、単に
アクセスリストという。
【０１３０】
　また、受信装置１００のシステムコントローラ１０９は、図１４に示すように、現在受
信しているサービス（プログラム）が含まれるトランスポートストリームからＢＡＴを抽
出し、各ＢＡＴに記述された「サービスＩＤ」及び「ＴＳ－ｉｄ」並びに必要に応じて「
ネットワークＩＤ」をリスト化したブーケリストを構築する。このブーケリストは、ブー
ケ種別毎にリストを構築される。例えば、代替関係ブーケリスト、サイマル放送ブーケリ
ストといったように、ブーケ種別が識別できるようにリストを構築する。
【０１３１】
　このようにブーケリストを構築することにより、現在受信しているサービス（プログラ
ム）から、ブーケにより関連づけられた他のサービス（プログラム）やトランスポートス
トリームを認識することができ、例えば、ブーケ関係にあるサービスを切り換える場合に
は、これらのリストを参照することにより、早急に切り換えを行うことができる。
【０１３２】
　例えば、サービスエリアを越えたため、隣接サービスエリアの代替関係にあるサービス
を受信する場合には、ブーケ種別が代替関係とされたブーケリストを参照し、サービスＩ
ＤとＴＳ－ｉｄを抽出する。続いて、移動先のエリアコードが一致するトランスポートス
トリームをアクセスリストから検索し、そこから、周波数、モード、ガードインターバル
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を抽出して、受信を開始する。
【０１３３】
　系列局、同一事業者関係、サイマル放送関係にあるサービスを受信する場合も、代替関
係と同様に処理を行い、受信を開始する。
【０１３４】
　また、連結送信関係については、次のように処理がされる。
【０１３５】
　受信中のサービス（プログラム）から、他のサービス（プログラム）への受信切り換え
操作がされると、システムコントローラ１０９は、まず、メモリ１０８上に構築されてい
る連結送信関係のブーケリストを参照する。ここで、切り換え先のトランスポートストリ
ームがブーケリストに示されていない場合には、通常の受信開始処理を行う。それに対し
て、切り換え先のトランスポートストリームがブーケリストに示されている場合には、復
調時における同期動作を保持したまま、チャンネルの切換を行うようにする。
【０１３６】
　なお、ブーケは、各サービス（プログラム）やトランスポートストリームに対して全て
のブーケ種別が常に定義されているというわけではないので、ブーケが存在しないブーケ
種別に対しては、ブーケリストを構築しなくてもよい。例えば、系列局が存在しない独立
局から放送されたサービス（プログラム）であれば、系列局関係のブーケリストは構築せ
ず、また、連結送信されていない場合には、連結送信関係のブーケリストは構築しない。
【０１３７】
　また、サービス（プログラム）毎にブーケは異なっているため、サービス（プログラム
）の切り換えがあった場合には、ブーケリストの更新処理を行うようにする。
【０１３８】
　つぎに、図１５に受信装置１００の外観構成を示す。
【０１３９】
　本受信装置１００は、操作入力部１１１を用いて、サービスエリア、送出マスター、サ
ービスの階層で希望サービス（プログラム）を選択することができるとともに、サービス
（プログラム）の番号を直接入力して希望サービス（プログラム）を選択できる。また、
本受信装置１００は、サービスエリア移動時に、代替サービス、系列局を選択することが
でき、また、受信しているサービスが受信困難となったときにサイマル放送を選択するこ
とができる。
【０１４０】
　また、本受信装置１００は、受信すべきサービス（プログラム）が不明である場合には
受信可能なサービス（プログラム）をサーチする機能を有しており、サーチを指示するボ
タンによってサーチが実行される。
【０１４１】
　表示部１１２は、エリア名、送出マスター名、サービス名、サービス付加情報の他、受
信周波数やＥＰＧに必要な情報の表示を行う表示領域を有している。
【０１４２】
　操作入力部１１１には、チャンネル（送出マスター）選択ボタン１２１と、サービス選
択ボタン１２２と、エリア選択ボタン１２３と、機能ボタン１２４と、数値ボタン１２５
と、代替放送選択ボタン１２６と、系列選択ボタン１２７と、サイマル放送選択ボタン１
２８とが設けられている。
【０１４３】
　チャンネル選択ボタン１２１は、現在選択されているサービスエリア内のチャンネル（
送出マスター）を選択するために設けられている。
【０１４４】
　サービス選択ボタン１２２は、現在選択されているチャンネル（送出マスター）内のサ
ービス（プログラム）を選択するために設けられている。
【０１４５】



(18) JP 5018954 B2 2012.9.5

10

20

30

40

50

　エリア選択ボタン１２３は、本受信装置１００が属するサービスエリアを選択するため
に設けられている。また、チャンネル選択ボタン１２３の個数の制限のため、同一サービ
スエリア内の選択ボタンの数で表示できないチャンネル群を切り替える用途でも使用する
。
【０１４６】
　機能ボタン１２４としては、Ｂボタン、Ｆボタン、Ｐボタン、Ｓボタンの各種機能ボタ
ンがある。
【０１４７】
　Ｂボタンは、地上ＤＴＶ放送バンドと地上Ｄ音声放送バンドとを切り替えるボタンであ
る。
【０１４８】
　Ｆボタンは、周波数を直接入力してチャンネル（送出マスター）を選択する場合に周波
数入力の開始を指示するためのボタンである。
【０１４９】
　Ｐボタンは、サービス（プログラム）を直接入力してサービス（プログラム）を選択す
る場合にサービス（プログラム）入力の開始を指示するためのボタンである。
【０１５０】
　Ｓボタンは、受信可能な周波数をサーチする場合にサーチの開始を指示するためのボタ
ンである。
【０１５１】
　数値ボタン１２５は、数値入力を行うための数値入力ボタンである。
【０１５２】
　代替放送選択ボタン１２６は、例えばサービスエリアを越えて移動したため受信中のサ
ービスが受信困難となった場合に、移動先のサービスエリアで放送されている代替サービ
スを選択するためのボタンである。ユーザがこの代替放送ボタン１２６を押すと、システ
ムコントローラ１０９がメモリ１０８上に構築されている代替関係のブーケリストを検索
する。このブーケリストに移動先のサービスエリアに代替サービスがある場合には、サー
ビスＩＤとＴＳ－ｉｄとネットワークＩＤとを抽出する。そして、このサービスＩＤとＴ
Ｓ－ｉｄとネットワークＩＤとに基づきさらにアクセスリストを検索し、そこから、周波
数、モード、ガードインターバルを抽出して、受信を開始する。
【０１５３】
　このように代替放送ボタン１２６を設けることによって、エリア越境時に、隣接サービ
スエリアで放送されている代替放送に容易に切り換えることができる。例えば、移動受信
中に視聴しているジャイアンツ対タイガースのナイター中継が受信困難となった場合に、
移動先で放送されているジャイアンツ対タイガースのナイター中継に容易に切り換えるこ
とができる。
【０１５４】
　また、代替が複数存在する場合には、代替放送選択ボタン１２６を押すごとに次の代替
に切り換えるようにしてもよいし、代替のリストを表示して数値ボタン１２５又はチャン
ネル選択ボタン１２１で選択するようにしてもよい。
【０１５５】
　系列選択ボタン１２７は、例えば自動車によるサービスエリアを地理的に連続的に移動
した場合や引っ越しや旅行時など地理的に非連続に移動した場合なども含め、サービスエ
リアを移動した場合に、その移動先において、予め設定された系列局或いは自分がよく視
聴する系列局等なんらかの形で設定されている系列局を選択するためのボタンである。ユ
ーザがこの系列選択ボタン１２７を押すと、システムコントローラ１０９がメモリ１０８
上に構築されている系列局関係のブーケリストを検索する。このブーケリストに移動先の
サービスエリアに系列局サービスがある場合には、サービスＩＤとＴＳ－ｉｄとネットワ
ークＩＤとを抽出する。そして、このサービスＩＤとＴＳ－ｉｄとネットワークＩＤに基
づきさらにアクセスリストを検索し、そこから、周波数、モード、ガードインターバルを
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抽出して、受信を開始する。
【０１５６】
　このように系列選択ボタン１２７を設けることによって、日本全国どこのサービスエリ
アに移動しても、設定されている系列局の放送を容易に受信することができる。例えば、
日本全国どこに移動しても、例えばＮＨＫの系列局は、番組ガイドやＥＰＧ等を参照せず
とも、すぐにチャンネル設定がされて受信が開始できる。
【０１５７】
　また、系列局が複数存在する場合には、系列選択ボタン１２７を押すごとに次の系列に
切り換えるようにしてもよいし、系列のリストを表示して数値ボタン１２５又はチャンネ
ル選択ボタン１２１で選択するようにしてもよい。
【０１５８】
　サイマル放送ボタン１２８は、例えば建物のかげに入り現在受信しているサービス（プ
ログラム）の受信が困難となったときに、同一の放送を行っているサイマル放送を選択す
るためのボタンである。ユーザがこのサイマル放送ボタン１２８を押すと、システムコン
トローラ１０９がメモリ１０８上に構築されているサイマル放送関係のブーケリストを検
索する。このブーケリストにサイマル放送がある場合には、サービスＩＤとＴＳ－ｉｄと
ネットワークＩＤとを抽出する。そして、このサービスＩＤとＴＳ－ｉｄとネットワーク
ＩＤとに基づきさらにアクセスリスト（或いは、衛星放送にサイマル放送がある場合には
衛星分配システムリスト等）を検索し、そこから、周波数、モード、ガードインターバル
などの受信条件を抽出して、受信を開始する。
【０１５９】
　また、サイマル放送が複数存在する場合には、サイマル放送ボタン１２８を押すごとに
次の系列に切り換えるようにしてもよいし、サイマル放送のリストを表示して数値ボタン
１２５又はチャンネル選択ボタン１２１で選択するようにしてもよい。
【０１６０】
　次に、特定のサービスを選択する処理手順を説明する。
【０１６１】
　まず、エリアボタン１２３により受信装置１００が属するサービスエリアを選択する。
選択されたサービスエリアに属するチャンネル群が表示部１２２に表示される。希望する
チャンネルが表示されない場合にはさらにエリアボタン１２３により希望するチャンネル
が表示されるまで試行する。
【０１６２】
　表示部２に希望するチャンネル（送出マスター）が表示されたら、この表示に対応する
チャンネル選択ボタン１２１により希望するチャンネルを選択する。希望するチャンネル
が選択されると選択されたチャンネルに含まれる特定のサービスが提示される。ここで、
提示とは音声の出力、画像の出力、データのデコードと表示あるいは音声出力、端子から
の出力を意味する。また、特定のサービスとは、前回同じチャンネルが選択されたときに
提示されていたサービス、或いは、当該チャンネルのＰＭＴで最初に配置されるサービス
（プログラム）、あるいは、運用などで予め定められたサービス等を示す。
【０１６３】
　チャンネル選択により希望するサービス（プログラム）が提示されていない場合は、サ
ービス選択ボタン１２２により希望するサービスを選択する。このサービス選択ボタン１
２２は、ＰＭＴに列挙されるサービス群の中で巡回的に正・逆方向にサービスの選択を行
う。
【０１６４】
　次に、直接受信周波数を入力するサービス選択処理手順について説明する。
【０１６５】
　まず、Ｆボタンにより周波数入力開始の指示をし、数値ボタン１２５により直接周波数
を指定する。指定された周波数でサービスが行われている場合、ＮＩＴに記述されたエリ
アコード（area_code）より受信装置１００が属するサービスエリアを特定する。それと
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同時に表示部１１２に特定したサービスエリア名、送出マスター名等を表示する。続いて
、前項と同様にチャンネル内サービス（プログラム）の選択を行う。
【０１６６】
　次に、直接サービス（プログラム）を入力するサービス選択処理手順について説明する
。
【０１６７】
　まず、Ｐボタンによりサービス入力開始の指示をし、数値ボタン１２５により直接サー
ビス（プログラム）番号を指定する。サービス（プログラム）番号が受信装置１００内の
メモリ１０８に構築されているデータベースに存在する場合は、そこから周波数を抽出し
てチャンネル選局を行うとともに、指定されたサービス（プログラム）番号が選択される
ようにトランスポートストリームに対する処理を行う。このとき、表示部１１２にサービ
スエリア名、送出マスター名等を表示するが、表示するための情報は、受信装置１００内
のメモリ１０８に構築されているデータベースから抽出してもよいし、新たに受信信号か
ら抽出してもよい。
【０１６８】
　なお、この受信装置１００の構成は、それぞれの段階における処理と装置のボタンの関
係を簡潔に説明するために示したものであり、複数の機能を実現したいわゆるマルチファ
ンクションボタンやマルチスクリーンを用いて構成しても差し支えない。
【０１６９】
　つぎに、系列局に関する情報のデータベースの構成例を示す。
【０１７０】
　メモリ１０８には、受信装置１００が現在位置するサービスエリアで配信されているサ
ービス（プログラム）が受信できるように、当該サービスエリアで配信されているサービ
スが含まれるアクセスリストを記憶しておく。さらに、移動受信を考えた場合、理想的に
は、他のサービスエリアに対するアクセスリストが記憶されていることが望ましい。
【０１７１】
　しかしながら、他のサービスエリアに対するアクセスリストをメモリ１０８上に記憶し
ておくと、記憶容量に無駄が生じる。
【０１７２】
　従って、例えば図１６に示すように、受信装置１００が現在位置するサービスエリアで
配信されているサービス（プログラム）に対するアクセスリスト、並びに、デフォルトと
して登録してある系列局に対してはサービスエリアに対するアクセスリストをメモリ１０
８上に記憶しておく。
【０１７３】
　このように系列局に関するアクセスリストをメモリ１０８上に格納しておくことにより
、サービスエリアの移動時に以下のように処理を行うことができる。
【０１７４】
　例えば、受信装置１００は、移動前にはサービスエリア２に位置しており、系列局２の
放送を受信していたとする。この場合、サービスエリア２で配信されているサービスに関
するアクセスリストと、デフォルトの系列局（この場合系列局２）のサービスエリア（エ
リア１，２，３・・・）のアクセスリストがメモリ１０２に記憶されている。ここで、受
信装置１００がサービスエリア２からサービスエリアＸにエリアを越えて移動したとする
。この場合、移動前のサービスエリア２のアクセスリストはもう使用することができない
。そこで、まず、サービスエリアＸのエリアコードを何らかの手段で入力し（例えばＧＰ
Ｓ等により自動入力をするようにしてもよい。）、アクセスリストからデフォルトに設定
されている系列局２の情報（周波数チャンネル、ガードインターバル、ＴＳ－ｉｄ等）を
取得し、その系列局２の受信を行う。さらに、デフォルトに設定されている系列局２の放
送波から、系列局２の放送波でそのサービスエリアＸで放送されている他局の情報も送信
されていれば、その移動先のサービスエリアＸで放送されている他局の情報も取得し、新
たにサービスエリアＸで配信されるサービスに関するアクセスリストに更新する。
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【０１７５】
　このように所定の系列局に関してサービスエリアのアクセスリストを構築しておくこと
により、最小限のメモリ容量でアクセスリストを構築することができ、さらに、移動後も
すぐに移動先のサービスエリアで配信されているサービス（プログラム）に関する情報を
取得することができるようになる。
【０１７６】
　また、受信装置にこのような処理をさせることにより、放送するＮＩＴやＳＤＴ等のＰ
ＳＩ／ＳＩを最低限の伝送量とすることができ、伝送効率を高くすることができる。また
、各放送局が同じサービスエリアの多局に関する情報を送信することにより、いわゆるポ
ータル局としての機能を有することができる。
【０１７７】
　なお、デフォルトとして登録しておく系列局は、現在視聴している系列局でもよいし、
受信装置１００の視聴者がよく利用する系列局であってもよいし、国営放送等のサービス
エリアに亘って必ず配信がされている系列局でもよい。
【０１７８】
　以上、ブーケにより複数のサービス（プログラム）やトランスポートストリームの集合
を識別する例について説明したが、サイマル放送関係や連結送信関係については、つぎに
示すようなサイマル放送記述子、連結送信記述子を新たに規定して、サービス（プログラ
ム）やトランスポートストリームの集合を識別するようにしてもよい。
【０１７９】
　以下、これらの記述子について説明をする。
【０１８０】
　（サイマル放送記述子）
　サイマル放送記述子［simul_broadcasting_descriptor(）］は、サイマル放送されるサ
ービスを列挙することができる記述子である。このサイマル放送記述子［simul_broadcas
ting_descriptor()］は、後述するＮＩＴ（Network Information Table）、ＳＤＴ（Serv
ice Description Table）又はＥＩＴ（Event InformationTable）に記述され、これらの
テーブルで定義されているサービス（プログラム）又はイベントに対するサイマル放送を
指定することができる。
【０１８１】
　図１７にサイマル放送記述子［simul_broadcasting_descriptor()］のデータ構造を示
す。
【０１８２】
　［descriptor_tag］は、本記述子を他の識別子と識別するタグである。［descriptor_l
ength］は、この直後に続くデータ部分の全バイト長を示す。［transport_stream_id］は
、サイマル放送が含まれているトランスポートストリームＩＤを識別するＩＤである。［
original_network_id］は、サイマル放送が含まれているトランスポートストリームの元
のネットワークのネットワークＩＤを示す。［service_id］は、サイマル放送となるサー
ビス（プログラム）を識別するＩＤである。
【０１８３】
　ＮＩＴに記述する場合、第１記述子ループ又は第２記述子ループに記述する。
【０１８４】
　第１記述子ループに記述する場合、２つ以上のネットワークで全く同一の番組又は番組
群を放送している場合に適用する。
【０１８５】
　第２の記述子ループに記述する場合、２つ以上のトランスポートストリームで全く同一
の番組又は番組群を放送している場合に適用する。
【０１８６】
　図１８にＳＤＴ（Service Description Table）のデータ構造を示す。
【０１８７】
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　ＳＤＴは、特定のトランスポートストリームに含まれるサービスを定義するテーブルで
ある。
【０１８８】
　［table_id］は、このサービス記述セクションが何を示すセクションであるかを示す、
自ネットワークのＳＤＴである場合には「０ｘ４２」なる値が、他ネットワークのＳＤＴ
である場合には「０ｘ４６」なる値が記述される。［section_syntax_indicator］は、セ
クションシンタクス指示を示す。その値は常に「１」とされる。［section_length］は、
セクション長フィールドの直後からＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）を含むセクショ
ンの最後までのセクションのバイト数を規定する。
【０１８９】
　［reserved_future_use］は、将来のなんらかの情報を規定できるようしたリザーブ拡
張領域である。［reserved］は、リザーブ領域である。［transport_stream_id］は、こ
のＳＤＴで定義されるサービスが含まれているトランスポートストリームを識別するＩＤ
である。［version_number］は、サブテーブルのバージョン番号を示す。［current_next
_indicator］は、この値が「１」である場合に、サブテーブルが現在のサブテーブルであ
ることを示し、「０」である場合に、送られるサブテーブルはまだ適用されず、次のサブ
テーブルを使用することを示す。
【０１９０】
　［section_number］は、セクションの番号を示す、サブテーブル中の最初のセクション
である場合に「０ｘ００」なる値となる。このセクション番号は、同一の［table_id］と
［transport_stream_id］と［network_id］とを有するセクションの追加ごとに値が「１
」ずつ加算される。［last_section_number］は、サブテーブルの中の最後のセクション
のセクション番号を示す。
【０１９１】
　［original_network_id］は、元のネットワークの［network_id］を示す。サービスル
ープ内において、［service_id］は、他のサービスから当該サービスを識別するためのＩ
Ｄである。［EIT_schedule_flag］は、この値が「１」である場合にはそのサービスのＥ
ＩＴ（スケジュール）情報が現在のトランスポートストリーム内にあることを示し、「０
」である場合にはそのサービスのＥＩＴ（スケジュール）情報が現在のトランスポートス
トリーム内に存在しないことを示す。
【０１９２】
　［EIT_present_following_flag］は、この値が「１」である場合にはそのサービスのＥ
ＩＴ（現在／次）情報が現在のトランスポートストリーム内にあることを示し、「０」で
ある場合にはそのサービスのＥＩＴ（現在／次）情報が現在のトランスポートストリーム
内に存在しないことを示す。［running_status］は、非実行中、数秒以内に開始、停止中
、実行中等のそのサービスに対する状態を示す。
【０１９３】
　［free_CA_mode］は、その値が「０」の場合はそのサービスがスクランブルされていな
いことを示し、その値が「１」の場合はそのサービスがＣＡシステムにより制御されてい
ることを示す。［descriptor_length］は、以下に続く記述子（descripter()のこと）の
ループの全バイト数を示す。そして、この［descripter()］に、上述したサイマル放送記
述子［simul_broadcasting_descriptor()］が記述され、サービスＩＤとサイマル放送の
対応関係が確立される。
【０１９４】
　図１９にＥＩＴ（Event Information Table）のデータ構造を示す。
【０１９５】
　ＥＩＴは、各サービス内に含まれているイベントに関する時系列情報を示すテーブルで
ある。
【０１９６】
　［table_id］は、このサービス記述セクションが何を示すセクションであるかを示す。
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自トランスポートストリームの現在／次のイベント情報である場合には、「０ｘ４Ｅ」が
記述される。他トランスポートストリームの現在／次のイベント情報である場合には、「
０ｘ４Ｆ」が記述される。自トランスポートストリームのイベントのスケジュール情報で
ある場合には、「０ｘ５０～０ｘ５Ｆ」が記述される。他トランスポートストリームのイ
ベントのスケジュール情報である場合には、「０ｘ６０～０ｘ６Ｆ」が記述される。
【０１９７】
　［section_syntax_indicator］は、セクションシンタクス指示を示す。その値は常に「
１」とされる。［section_length］は、セクション長フィールドの直後からＣＲＣ（Cycl
ic Redundancy Check）を含むセクションの最後までのセクションのバイト数を規定する
。［reserved_future_use］は、将来のなんらかの情報を規定できるようしたリザーブ拡
張領域である。［reserved］は、リザーブ領域である。［service_id］は、このＥＩＴで
記述されるイベントが含まれているサービスを識別するためのＩＤである。［version_nu
mber］は、サブテーブルのバージョン番号を示す。
【０１９８】
　［current_next_indicator］は、この値が「１」である場合に、サブテーブルが現在の
サブテーブルであることを示し、「０」である場合に、送られるサブテーブルはまだ適用
されず、次のサブテーブルを使用することを示す。
【０１９９】
　［section_number］は、セクションの番号を示す。サブテーブル中の最初のセクション
である場合に「０ｘ００」なる値となる。このセクション番号は、同一の［table_id］と
［transport_stream_id］と［network_id］とを有するセクションの追加ごとに値が「１
」ずつ加算される。［last_section_number］は、サブテーブルの中の最後のセクション
のセクション番号を示す。［transport_stream_id］は、このＥＩＴＤＴで定義されるイ
ベントが含まれているトランスポートストリームを識別するＩＤである。
【０２００】
　［original_network_id］は、元のネットワークの［network_id］を示す。［segment_l
ast_section_number］は、サブテーブルのこのセグメントの最後のセクションの番号を規
定する。
【０２０１】
　［last_table_id］は、使用されているテーブルを識別するテーブルＩＤを示す。イベ
ントループ内において、［event_id］は、他のイベントから当該イベントをユニークに識
別するためのＩＤである。［start_time］は、イベントの開始時間を示す。［duration］
は、イベントの継続時間を示す。［running_status］は、非実行中、数秒以内に開始、停
止中、実行中等のそのサービスに対する状態を示す。［free_CA_mode］は、その値が「０
」の場合はそのイベントがスクランブルされていないことを示し、その値が「１」の場合
はそのイベントがＣＡシステムにより制御されていることを示す。［descriptor_length
］は、以下に続く記述子（descripter()のこと）のループの全バイト数を示す。
【０２０２】
　そして、［descripter()］に、上述したサイマル放送記述子［simul_broadcasting_des
criptor()］が記述され、イベントＩＤとサイマル放送の対応関係が確立される。
【０２０３】
　このようにサイマル放送記述子をＮＩＴやＳＤＴやＥＩＴ規定することにより、受信装
置では、受信しているサービス（プログラム）、或いはイベントのサイマル放送のサービ
スリストを作成することができる。サイマル放送のサービスリストには、サイマル放送と
なるサービスを指定するサービスＩＤ［service_id］、そのサービスが含まれているトラ
ンスポートストリームＩＤ［transport_stream_id］、サイマル放送がされるネットワー
クのネットワークＩＤ［network_id］を含んで作成する。また、受信装置は、サイマル放
送へのチャンネル切り換えを行う場合には、このサイマル放送のサービスリストに含まれ
ない例えば周波数、モード、ガードインターバル等の情報を、他ＮＩＴから抽出する。
【０２０４】
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　（連結送信記述子）
　日本において採用される地上デジタル音声放送方式であるISDB-Tnでは、変調方式にＯ
ＦＤＭ方式を採用しており、図２０に示すように、ＭＰＥＧ－２Systemsで規定されるト
ランスポートパケット（ＴＳＰ）複数個から構成されるデータのグループ単位（以下、デ
ータセグメントと呼ぶ。）で送信データが構成される。さらに、このデータセグメントに
パイロット信号（ＳＰ［Scattered Pilot］，ＣＰ［Continual Pilot］，ＴＭＣＣ［tran
smission and Multiplexing Configuration Control］，ＡＣ［Auxiliary Channel］）を
付加したＯＦＤＭブロック（以下、ＯＦＤＭセグメントと呼ぶ。）を１又は３個周波数方
向に組み合わせて送信する。１つのＯＦＤＭセグメントは、帯域幅が６／１４ＭＨｚとな
る。１つのＯＦＤＭセグメントを送信する形式を１セグメント形式、３つのＯＦＤＭセグ
メントを送信する形式を３セグメント形式と呼ぶ。
【０２０５】
　３セグメント形式では、周波数方向の中央部の１つのＯＦＤＭセグメントと、隣接する
２つのＯＦＤＭセグメントで、伝送特性の異なる２つの階層を同時に伝送階層伝送が可能
である。各階層は、階層毎にキャリア変調方式、内符号の符号化率、時間インタリーブ長
等のパラメータを指定することが可能である。なお、中央部のＯＦＤＭセグメントについ
ては、周波数インタリーブをセグメント内のみで行うこととし、１セグメント形式を受信
する受信装置により部分受信が可能となっている。３セグメント形式の場合、中央部分を
Ａ階層といい、中央に隣接する２つのＯＦＤＭセグメントをＢ階層という。また、１セグ
メント形式は、Ａ階層のみである。
【０２０６】
　また、このＯＦＤＭセグメントは、地上デジタルテレビジョン放送方式であるISDB-Tw
と相互運用が図られるように規定されている。ISDB-Twでは、１３個のＯＦＤＭセグメン
トで１チャンネルを構成しており、さらに階層が、Ａ、Ｂ、Ｃの３階層構成となっている
。
【０２０７】
　上述したようにISDB-Tnでは、階層構造が採用され、各階層毎にキャリア変調方式を指
定することができる。
【０２０８】
　ここで、そのセグメントが差動変調方式（DQPSK）で変調されているか或いは同期変調
方式（QPSK，16QAM，64QAM）で変調されているかを示すセグメント形式識別、また、その
セグメントが１セグメント形式であるか３セグメント形式であるかを識別する形式識別フ
ラグ等の復調時に必要となる各種伝送パラメータは、ＴＭＣＣ信号に含めて伝送される。
【０２０９】
　このＴＭＣＣ信号は、各放送波毎に個別に送信されるので、実際の放送波を受信しなけ
れば復元することができない。すなわち、実際にチャンネルを切り換えてその放送波を受
信しなければ、そのチャンネルに含まれている伝送パラメータを復元することができない
。もっとも、どのような伝送パラメータに対しても、固定的に定義されるＴＭＣＣキャリ
アが存在するため、予めセグメント形式識別や形式識別フラグ等の情報がなくとも原理的
にはＴＭＣＣ信号の復元は可能である。しかしながら、劣悪な伝送路状態を想定した場合
には復調動作が不安定になったり、ＴＭＣＣ信号の復元までに時間がかかる虞がある。
【０２１０】
　また、ISDB-Tnでは、複数のチャンネルに伝送するＯＦＤＭ伝送信号を直交性を保った
状態で周波数方向に多重化して送信するという、連結送信が規定されている。このような
連結送信をすると、チャンネル間のガードバンドを設けなくてもよいため、周波数帯域の
利用効率が高くなる。
【０２１１】
　ここで、受信をしているセグメントが同期変調方式の場合、受信装置ではＳＰ信号を用
いて伝送路の伝送特性を推定して波形等化処理を行うことができるが、各セグメント毎に
ＳＰ信号が挿入されているので、通常そのセグメント内のＳＰ信号のみを用いて波形等化
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処理が行われる。
【０２１２】
　ところが、そのセグメントと、連結送信がされた上隣接セグメント（高周波側の隣接セ
グメント）或いは下隣接セグメント（低周波側の隣接セグメント）が存在する場合、当該
セグメントを受信中に上下隣接のＳＰ信号を利用することができる。このように上隣接セ
グメント或いは下隣接セグメントのＳＰ信号を利用すると、伝送路特性を推定する際の補
間特性がよくなり、より正確に伝送路特性を推定することができる。
【０２１３】
　しかしながら、上隣接セグメントが存在するか或いは下隣接セグメントが存在するか、
或いは、それらが同期変調方式か差動変調方式かという情報は、実際にそのセグメントの
放送波を受信しなければ得ることはできない。
【０２１４】
　また、受信側では、このような互いに連結送信がされたセグメント間でチャンネル切り
替えを行う場合には、各種伝送パラメータや制御タイミングがセグメント間で同期が取ら
れているので、再度復調のための同期の引き込み動作を簡略化でき、同期動作をチャンネ
ル間で連続的に行うことができる。そのため、連結送信で結合されたチャンネル間でのチ
ャンネル切換を行う場合には、チャンネル変更時間が短くなる。
【０２１５】
　しかしながら、自分のセグメントと切り換え先のセグメントとが連結送信されているか
どうかは、切り換え前にはわからない。
【０２１６】
　そこで、本発明では、連結送信記述子を以下のように新たに規定し、さらに、ARIB STD
-B10により規定されている地上分配システム記述子を以下のように拡張することとした。
【０２１７】
　図２１に連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］のデータ構造を示
す。
【０２１８】
　連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］は、そのトランスポートス
トリームと連結送信がされるトランスポートストリームを列挙することができる記述子で
ある。この連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］は、自ネットワー
クのＮＩＴのＴＳループ内に記述される。
【０２１９】
　［descriptor_tag］は、本記述子を他の識別子と識別するタグである。［descriptor_l
ength］は、以下に続くループ（［for(i=0;<N;i++){～｝］のループのこと）の全バイト
数を示す。ループ［for(i=0;<N;i++){～}］内には、［original_network_id］及び［tran
sport_stream_id］が記述される。［original_network_id］は、連結送信がされているト
ランスポートストリームの元のネットワークのネットワークＩＤを示す。［transport_st
ream_id］は、連結送信がされているトランスポートストリームＩＤを識別するＩＤであ
る。
【０２２０】
　図２２に拡張した地上分配システム記述子［terrestrial_delivery_system_descriptor
()］のデータ構造を示す。
【０２２１】
　地上分配システム記述子［terrestrial_delivery_system_descriptor()］は、地上伝送
路の物理的条件を示す記述子である。この地上分配システム記述子は、ＮＩＴのＴＳルー
プ内に記述される。
【０２２２】
　［descriptor_tag］は、本記述子を他の識別子と識別するタグである。［descriptor_l
ength］は、以下に続くデータの全バイト数を示す。［area_code］は、当該トランスポー
トストリームが送信されるサービスエリアを示す。この［area_code］は、図２３に示す
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ように、１６ビットに拡張している。［guard_interval］は、当該トランスポートストリ
ームのガードインターバルを示す。
【０２２３】
　［transmission_mode］は、当該トランスポートストリームのモード情報を示す。
【０２２４】
　［segment_type］は、１セグメント方式であるか、３セグメント方式であるかの形式識
別をする１ビットの情報である。例えば、図２３に示すように、１セグメント方式であれ
ば「０」が記述され、３セグメント方式であれば「１」が記述される。この［segment_ty
pe］は、ARIB STD B-10に規定されていない新たな情報である。
【０２２５】
　［modulation_type_A］は、Ａ階層のセグメント形式が同期変調方式か、差動変調方式
かを示す１ビットのセグメント形式識別情報である。例えば、図２３に示すようにＡ階層
が同期変調方式であれば「０」が記述され、差動変調方式であれば「１」が記述される。
この［modulation_type_A］は、ARIB STD B-10に規定されていない新たな情報である。
【０２２６】
　［modulation_type_B］は、Ｂ階層のセグメント形式が同期変調方式か、差動変調方式
かを示す１ビットのセグメント形式識別情報である。例えば、図２３に示すようにＢ階層
が同期変調方式であれば「０」が記述され、差動変調方式であれば「１」が記述される。
この［modulation_type_B］は、ARIB STD B-10に規定されていない新たな情報である。
【０２２７】
　［modulation_type_C］は、Ｃ階層のセグメント形式が同期変調方式か、差動変調方式
かを示す１ビットのセグメント形式識別情報である。例えば、図２３に示すようにＣ階層
が同期変調方式であれば「０」が記述され、差動変調方式であれば「１」が記述される。
この［modulation_type_C］は、ARIB STD B-10に規定されていない新たな情報である。
【０２２８】
　［frequency］は、当該トランスポートストリームが送信される周波数を示す識別子で
ある。
【０２２９】
　図２４に、以上のような連結送信記述子及び拡張した地上分配システム記述子が記述さ
れるＮＩＴのデータ構造を示す。
【０２３０】
　このISDB-Tnシステムでは、上述したＣＳデジタル放送やＢＳデジタル放送と同様に、
ＭＰＥＧ－２Systemsにおいて個別定義とされているＮＩＴを配信することが規定されて
いる。すなわち、ISDB-Tnシステムを構築する上でも、やはりネットワークという概念を
導入し、分配システム記述子によってネットワークに属するトランスポートストリームに
関する周波数情報や伝送パラメータ等、放送信号そのものに関する情報を伝送するように
なされている。
【０２３１】
　ＮＩＴ（Network Information Table）は、ネットワークにより運ばれるトランスポー
トストリームの物理構成に関する情報、及び、ネットワーク自身の特性を示すテーブルで
ある。ＮＩＴには、自己のネットワーク情報を示すＮＩＴ、他のネットワークの情報を示
すＮＩＴがある。
【０２３２】
　［table_id］は、このネットワーク情報セクションが何を示すセクションであるかを示
す識別子であり、自ネットワークのＮＩＴである場合には「０ｘ４０」なる値が、他ネッ
トワークのＮＩＴである場合には「０ｘ４１」なる値が記述される。上述した連結送信記
述子は、自ネットワークに関するＮＩＴに含められることとなる。
【０２３３】
　［section_syntax_indicator］は、セクションシンタクス指示を示す識別子であり、そ
の値は常に「１」とされる。
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【０２３４】
　［reserved_future_use］は、将来のなんらかの情報を規定できるようしたリザーブ拡
張領域である。［reserved］は、リザーブ領域である。［section_length］は、セクショ
ン長フィールドの直後からＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）を含むセクションの最後
までのセクションのバイト数を規定する。［network_id］は、ＮＩＴが示すネットワーク
を識別するためのＩＤである。［version_number］は、サブテーブルのバージョン番号を
示す。
【０２３５】
　［current_next_indicator］は、この値が「１」である場合に、サブテーブルが現在の
サブテーブルであることを示し、「０」である場合に、送られるサブテーブルはまだ適用
されず、次のサブテーブルを使用することを示す識別子である。
【０２３６】
　［section_number］は、セクションの番号を示す。サブテーブル中の最初のセクション
である場合に「０ｘ００」なる値となる。このセクション番号は、同一の［table_id］と
［network_id］とを有するセクションの追加ごとに値が「１」ずつ加算される。
【０２３７】
　［last_section_number］は、そのセクションが属するサブテーブルの最後のセクショ
ン、すなわち最大のセクション番号を有するセクションの番号を示す。［network_descri
ptor_length］は、以下に続くネットワーク記述子（descripter()のこと）のループの全
バイト数を示す。ループ内には、ネットワーク記述子descripter()が記述される。［tran
sport_stream_loop_length］は、ＣＲＣの最初のバイトの直前に終わるトランスポートス
トリームループの全バイト数を示す。
【０２３８】
　そして、以下ＴＳループが記述される。ＴＳループ内の［transport_stream_id］は、
このトランスポートストリームを分配システム内の他の多重から識別するためのＩＤであ
る。［original_network_id］は、元のネットワークの［network_id］を示すＩＤである
。
【０２３９】
　［transport_descriptor_length］は、以下に続くトランスポート記述子（descripter(
)のこと）のループの全バイト数を示す識別子である。このトランスポート記述子内に、
連結送信記述子［connected_transmission_descriptor()］及び拡張した地上分配システ
ム記述子［terrestrial_delivery_system_descriptor(）］が記述されることとなる。
【０２４０】
　［CRC_32］は、ＣＲＣを示し、セクション全体を処理した後にレジスタ出力が「０」と
なるようなＣＲＣ値を含むエラーコードである。
【０２４１】
　以上のようにＮＩＴに連結送信記述子及び拡張した地上分配システム記述子を記述する
ことにより、受信装置側では、現在受信しているトランスポートストリームに、上隣接セ
グメントが存在するか或いは下隣接セグメントが存在するか、或いは、それらが同期変調
方式か差動変調方式かという情報を得ることができる。
【０２４２】
　また、チャンネル切り換えを行う場合、現在のセグメントと、切り換え先のセグメント
とが連結送信されているかどうか知ることができる。
【符号の説明】
【０２４３】
　１　デジタル放送システム、１０，２０，３０　放送局、１０ａ，２０ａ，３０ａ　サ
ービスエリア、１００受信装置
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